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ま
た
、
Ｊ
Ａ
利
用
率
の
高
い
も
の
は
手

数
料
を
安
く
見
直
し
た
り
、
配
当
率
を
多

く
し
た
り
と
い
っ
た
調
整
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

「
回
答
」
各
品
目
に
対
し
て
の
手
数
料
率

や
取
扱
金
額
、
部
門
別
採
算
性
を
検
討
し

な
が
ら
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
ば
ら
つ
き

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
今
回
、
米
の
手

数
料
を
見
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

整
合
性
を
取
る
な
ど
、
公
正
感
の
あ
る
配

当
方
法
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

「
意
見
」
剰
余
金
処
分
案
の
中
で
経
営
基

盤
強
化
積
立
金
と
農
業
基
盤
強
化
積
立
金

と
あ
り
ま
す
が
、
何
年
間
で
い
く
ら
ま
で

積
み
立
て
る
目
標
は
あ
る
の
で
す
か
。

「
回
答
」
経
営
基
盤
強
化
積
立
金
に
つ
い

て
は
、
毎
年
度
末
の
組
合
員
資
本
の
30
％
、

も
し
く
は
前
年
度
末
の
積
立
額
の
い
ず
れ

が
高
い
額
ま
で
積
み
立
て
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
基
盤
強
化
積
立
金
は
出
資

金
額
の
70
％
を
積
立
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

「
意
見
」
今
後
合
併
し
た
場
合
の
積
立
金

の
取
扱
い
と
取
崩
し
に
つ
い
て
、
東
神
楽

地
区
の
施
設
の
更
新
や
修
繕
に
自
由
に
使

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
回
答
」
今
あ
る
任
意
積
立
金
、
出
資
金
、

固
定
資
産
を
含
め
た
組
合
の
財
産
は
新
Ｊ

Ａ
が
す
べ
て
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
新
Ｊ
Ａ
の
中
で
新
た
に
協

議
を
行
い
、
取
崩
基
準
を
決
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
意
見
」
任
意
積
立
金
と
い
う
の
は
、 

各

Ｊ
Ａ
経
営
規
模
に
応
じ
て
同
じ
よ
う
な
項

目
で
、
同
じ
よ
う
な
額
を
積
み
立
て
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
各
Ｊ
Ａ
の
積
み
立
て

状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
回
答
」
各
Ｊ
Ａ
が
中
央
会
の
ひ
な
形
に

基
づ
い
て
積
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
Ｊ

Ａ
で
の
経
営
基
盤
強
化
積
立
金
、
農
業
基

盤
強
化
積
立
金
に
つ
い
て
は
他
Ｊ
Ａ
に
も

あ
り
ま
す
が
、
取
崩
し
条
件
は
同
じ
で
は

な
く
各
Ｊ
Ａ
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
税
効
果
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
法

令
に
基
づ
く
積
立
金
な
の
で
、
各
Ｊ
Ａ
同

様
で
す
。

「
意
見
」
農
業
基
盤
強
化
積
立
金
等
で
、

米
な
ど
の
値
段
が
急
に
下
が
っ
た
と
き
に

各
生
産
者
の
経
営
を
守
る
た
め
に
積
立
金

が
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
米
の
場
合
は
出
荷
契
約
時
の
一

次
共
計
、
二
次
共
計
で
補
填
に
差
が
あ
り

ま
す
か
。

「
回
答
」
そ
う
い
う
場
面
が
発
生
し
た
と

き
に
、
積
立
金
の
取
崩
し
を
含
め
て
状
況

に
応
じ
て
最
善
の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

現
状
で
は
詳
細
な
基
準
は
な
く
、
組
合

員
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
る
方
法
で
、
理

事
会
に
お
い
て
案
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆　

合 

併 

協 

議 

関 

連　
◆

「
意
見
」
合
併
後
の
野
菜
出
荷
に
つ
い
て
、

青
果
連
で
の
運
賃
や
手
数
料
な
ど
今
ま
で

と
ど
う
変
わ
る
の
か
説
明
願
い
ま
す
。

「
回
答
」
手
数
料
は
統
一
で
４
％
と
な
り
、

運
賃
は
実
費
精
算
と
な
り
ま
す
。
現
在
の

仕
組
み
は
利
用
Ｊ
Ａ
が
拠
出
金
を
納
め
た

中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費
や
シ
ス
テ
ム
利
用

料
、
出
向
職
員
の
給
与
な
ど
の
人
件
費
を

負
担
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
コ
ス
ト
削
減

や
経
理
の
集
中
化
な
ど
合
理
化
を
図
り
な

が
ら
規
格
、
品
質
や
生
産
者
組
織
の
統
一

な
ど
を
お
お
む
ね
２
年
を
目
途
に
協
議
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

「
意
見
」
合
併
協
議
に
お
い
て
、
色
々
な

協
議
内
容
を
決
定
し
た
う
え
で
組
合
員

に
提
示
し
、
賛
成
・
反
対
の
議
論
が
可

能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
合
併
し
て
か

ら
検
討
協
議
し
て
い
て
は
組
合
員
の
判

断
材
料
が
足
り
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

「
意
見
」
合
併
に
つ
い
て
否
定
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
方
向
性
を
は
っ

き
り
と
打
ち
出
し
て
、
も
っ
と
Ｊ
Ａ
東

神
楽
と
し
て
努
力
で
き
る
こ
と
を
全
力

で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
反
対

意
見
に
も
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
意
見
」
都
市
型
Ｊ
Ａ
と
の
合
併
は
心
配

で
あ
る
。

「
回
答
」
意
見
と
し
て
承
り
ま
し
た
。
た

だ
、
未
決
定
の
事
を
懇
談
会
な
ど
で
お

話
し
す
る
訳
に
は
い
か
ず
、
原
案
と
し

て
は
色
々
な
協
議
を
並
行
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

「
意
見
」
役
員
は
各
Ｊ
Ａ
の
施
設
や
建
物

を
直
接
見
て
判
断
し
て
は
ど
う
か
。

「
回
答
」
施
設
に
つ
い
て
は
各
部
門
会
な

ど
で
施
設
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て
施
設
確
認

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
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令
和
８
年
３
月
27
日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り
本
店
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
組
合
員
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
懇
談
会
で
は
総
代
会
資
料
に
基
づ
き
令
和
７
年
度
事
業
経
過
と
令
和
８
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
新

Ｊ
Ａ
合
併
プ
ラ
ン
資
料
に
つ
い
て
説
明
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
に
つ
い
て
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

組
合
員
懇
談
会
「
意
見
と
回
答
」
に
つ
い
て

◆　

営　

農　

部　
◆

「
意
見
」
営
農
指
導
事
業
の
実
費
収
入
が

前
年
に
比
べ
大
き
く
な
っ
て
い
る
要
因
は

何
で
す
か
。

「
回
答
」
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
精
米
販
売

に
つ
い
て
、
米
の
単
価
が
上
が
っ
た
事
な

ど
で
収
入
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
実
証
事
業
の
補
助

金
が
期
中
に
一
部
入
っ
て
い
る
の
が
収
入

増
の
要
因
で
す
。

「
意
見
」
Ｒ
８
年
度
販
売
事
業
計
画
に
お

い
て
、
農
産
物
ご
と
の
取
扱
数
量
と
単
価

の
考
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
回
答
」
例
え
ば
米
に
つ
い
て
は
14
万
俵

余
り
の
集
荷
を
見
込
み
、
単
価
に
つ
い
て

は
主
食
用
、
加
工
用
、
新
規
需
要
米
な
ど

用
途
別
に
単
価
が
異
な
り
、
24
千
円
～

１
万
数
千
円
の
幅
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

Ｒ
７
年
産
は
主
食
用
米
で
約
30
千
円
で
し

た
の
で
、
単
価
に
つ
い
て
は
や
や
下
落
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
意
見
」
Ｒ
８
年
産
米
の
価
格
・
概
算
金

が
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
Ｊ

Ａ
と
の
出
荷
契
約
を
結
ぶ
の
は
、
組
合
員

に
と
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。

「
回
答
」
契
約
数
量
を
出
荷
さ
れ
な
い
方

が
多
い
と
Ｊ
Ａ
も
売
り
先
に
違
約
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
し

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
と
の

出
荷
契
約
、
数
量
を
元
に
Ｊ
Ａ
は
売
り
先

に
有
利
、
高
値
販
売
を
す
る
た
め
の
出
荷

契
約
と
ご
理
解
下
さ
い
。

　

ま
た
、
販
売
先
と
Ｊ
Ａ
の
間
で
違
約
金

が
発
生
し
た
際
は
、
出
荷
数
量
を
守
っ
て

い
た
だ
い
た
方
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
は
な
ら
な
い
た
め
、
契
約
数
量
未
達
の

方
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
間

の
契
約
は
自
由
で
あ
り
契
約
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
状
況
に
応

じ
た
ル
ー
ル
作
り
を
し
な
が
ら
進
め
て
参

り
ま
す
。

◆　

金　

融　

部　
◆

「
意
見
」
破
産
更
生
債
権
及
び
こ
れ
ら
に

準
ず
る
債
権
額
、
特
に
危
険
債
権
額
が
前

年
に
比
べ
て
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
が
経

営
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
回
答
」
個
別
の
内
容
に
つ
い
て
は
個
人

情
報
に
あ
た
る
部
分
が
あ
り
詳
細
な
説
明

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
適
切
な
決
算
、
経
理

処
理
に
基
づ
き
個
別
引
当
金
を
積
む
対
応

や
、
経
営
指
導
の
強
化
な
ど
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

◆　

総　

務　

部　
◆

「
意
見
」
国
債
の
減
損
に
つ
い
て
の
説
明

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
30
年
満
期
の

運
用
は
長
す
ぎ
ま
せ
ん
か
。

「
回
答
」
今
回
は
決
算
期
に
お
い
て
時
価

評
価
額
が
50
％
を
下
回
ら
な
か
っ
た
た
め

減
損
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の

情
勢
を
見
な
が
ら
基
準
に
基
づ
い
て
適
宜

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
国
債
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

「
意
見
」
事
業
分
量
配
当
の
基
準
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
麦
や
雑
穀
、
野
菜
な
ど

の
販
売
手
数
料
は
品
目
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ

ラ
な
の
に
、
配
当
率
は

0.7
％
と
一
緒
に

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
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　４月２４日（金）に東神楽中央８区　㈱ファーム中村さん、西神楽４区　吉本英典さん、の２会場で水稲
の育苗から本田の管理について、上川農業改良普及センターより健苗育成に向けたハウス管理や、育苗中の
病害虫対策、適正な水管理、効果的な雑草防除のポイント等多岐にわたって説明がありました。説明会終了
後は、実際に育苗ハウスを見て、気になった点やこれからの作業の進め方について様々な情報交換が行われ
ました。青空教室に参加して下さった組合員の皆さま、お忙しい中お集まりいただきありがとうございました。

水稲青空教室開催

　4月 22日 ( 水 ) に東神楽町麦作生産部会の小麦現地研修会が島田佳明さんの圃場で開催されました。実際
に作付されている小麦を見ながら上川農業改良普及センター大雪支所の金原係長より今年の生育状況をはじ
め、追肥、防除についてなど今後の麦の栽培管理に関する説明がありました。開催当日は風が強くお寒い中、
お集まりいただいた生産者の皆さま、誠にありがとうございました。

小麦現地研修会開催
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　４月１７日（金）JA東神楽2階大会議室にて４５名の会員の皆様にご出席頂き、ＪＡ東神楽ふれあい年
金友の会第３３回定期総会を開催いたしました。
　令和７年度決算報告、令和８年度事業計画（案）収支
予算（案）、役員改選について審議され、すべての議案に
ついて可決承認されました。
　よりいっそう会員の皆様に楽しんでもらえる事業を推
進していきたいと思いますので、本年度も当会をどうぞ
宜しくお願い致します。
　当会では新規会員を募集しております。
　楽しいお仲間達と一緒に行事に参加してみませんか？

　お問合せ先　金融課℡８３- ２３２２

　4月23日 ( 木 ) に西神楽小麦生産部会の秋まき小麦青空教室が西神楽就実地区　前田靖雄さん圃場で開催
されました。実際に作付されている小麦を見ながら上川農業改良普及センター・吉川主査より幼形期型追肥、
防除等のタイミングなどについての説明がありました。開催当日は曇り空で肌寒かったのですが、お集まり
いただいた生産者の皆様、ありがとうございました。

　5月７日（木）　西神楽就実地区　前田　靖雄さんの
圃場での作業を皮切りに、水稲直播コントラクター播
種作業が開始されました。
　４月下旬頃からの浸種作業を経て直播品種である、
えみまるが播種されました。今年より2台の播種機を
使用し、長時間の作業を今まで以上に効率的に進める
事が出来るようになりました。秋には豊穣の秋を迎え
られるよう、心よりお祈り申し上げます。　

水稲直播コントラクター事業開始

西神楽小麦生産部会　秋まき小麦青空教室開催

　ＪＡ東神楽ふれあい年金友の会　ＪＡ東神楽ふれあい年金友の会
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資材燃料課からお知らせ 
 

ハハウウスス被被覆覆資資材材等等のの価価格格改改定定ににつついいてて  

 

 

今般の中東情勢の影響による世界的な原油・ナフサの高騰および石油化学製品の原

材料不足を背景にメーカー各社より石油化学製品全般の価格改定が相次いでおりま

す。現在もホクレンを中心に各仕入業者と協議および交渉を継続しておりますが、原

料のひっ迫と価格急騰により大半のメーカーが今後製造出荷となる製品については価

格交渉には応じられない状況となっております。また原材料の調達制限や一部ユーザ

ーからの駆け込み特需が発生していることなどから、製品の供給制限を打ち出してい

るメーカーもあります。このような状況の中で安定供給を第一と捉え必要な資材の確

保に向けて一定程度の価格についての見直しはやむを得ないと判断いたしました。 

つきましては当ＪＡにおきましても在庫品対応等によりなるべく価格の抑制に努め

てまいりますが、今今後後ににつつききままししててはは販販売売価価格格がが決決定定次次第第、、随随時時改改定定してまいりま

す。営農年度期中ではありますが、農業生産活動において必要不可欠な資材の安定供

給を維持するため、苦渋の決断となりましたことを、組合員の皆様にご報告申し上げ

ます。 

まだ交渉中であり不確定な内容となっておりますが、各メーカーからの価格改定予

定は下記の通りとなっております。 

今回の価格改定の対象となるのは、主にハウス被覆資材（農ビ、農ＰＯ、農ポリ・マ

ルチ）およびハウス部品（パッカー・バンド類）酪農資材（牧草用ラップフィル等）

農業副資材全般（シルバー・寒冷紗等）となります。 

                 記 

１．被覆資材 

ア.農ビ・農ＰＯ     Ｒ８営農年度当初価格より 20%～値上げ 

イ.農ポリ・マルチ    Ｒ８営農年度当初価格より 30%～値上げ 

２．ハウス部品 

ア.パッカー・バンド類  Ｒ８営農年度当初価格より 5%～値上げ 

３．酪農資材（国産品） 

ア.牧草用ラップフィルム等Ｒ８営農年度当初価格より 30%～値上げ 

４．農業副資材全般      Ｒ８営農年度当初価格より 10%～値上げ 

尚、概ね昨年末までにご予約手配をいただいている資材につきましては当初条件の通

り供給して参ります。現在、原料ひっ迫によりメーカーの多くが例年数量を基準とし

た注文しか受付けておりませんので過過度度なな注注文文やや買買いい占占めめ等等ははごご遠遠慮慮頂きますようお

願い致します。また今後の各資材の手配につきましては原材料情勢の先行きが不透明

な状況のため価格改定や納納期期がが遅遅れれるる可可能能性性ががあありりまますすので発注都度お問合せ願いま

す。組合員の皆様には多大なるご負担をおかけすることとなりますが、諸般の事情を

ご賢察いただき 何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

資材燃料課からのお知らせ
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農業用廃プラスチックの受入について

■受入日時
 令和8年7月2日㈭　　     　
AM9：00～12：00まで

〜農業用廃プラスチック適正処理対策協議会〜

廃プラスチック適正処理のご案内廃プラスチック適正処理のご案内
ＪＡ東神楽では年２回の廃プラスチックの受入を行っております。
第１回目の受け入れを下記の日程で行いますので、農ビと農ポリに分別し
処理をしやすいよう同じ素材で結束して搬入をして下さい。
注意事項の確認を必ずお願い致します。

～ 注意事項 ～
●農ビ類、農ポリ類の適正な分別に努めましょう
●付着土砂、混合異物等を除去することが、回収コスト低減につながります
●タイヤ受け入れ可能です（トラクターのタイヤ等については別途相談）
●スパイクタイヤは受け入れ不可です
●フレコンバックには、一種類のみで、色々混ぜないで下さい
●フレコンバックに入れた物は、中身がわかるように表にマジックで必ず書いて下さい
●一空フレコンバックが必要な方は、資材課（本店・西神楽）に事前に取りに来て下さい
●育苗箱は、２０枚一束にして、枚数が多い場合はパレットに積んでラップを巻いて下さい
●チューブ・ホース類は、小さくまとめて紐で縛って下さい
●遮光ネット・ビニールシートに付いているハトメは必ず外して紐で縛って下さい
●ミニコンテナ以外のＰＯ系のかご・ザル類は不可です（プランター・鉢類も不可です）
●塩ビ管・暗渠等の長い物は必ず１ｍ以内に切って紐で縛って下さい
　※　長いままで持ってきた場合はお持ち帰り頂きますのでご了承下さい

■場　所　
　　　東神楽地区　ＪＡ東神楽本所構内
　　　西神楽地区　西神楽共撰場

令和
8年度

廃プラの適正処理について廃プラの適正処理について

農ビ類【塩化ビニール】　　 ●ハウスビニール　※農ビと印字されているもの

農ポリ類【ＰＯ系フィルム】　　

●フレコンバック　●肥料用ポリ袋　●農ポリ・マルチフィルム
●不織布　●種籾ネット　●根切りネット
●遮光ネット・ビニールシート（ハトメは必ず外し紐で縛って下さい）
※ノーポリまたは「農ＰＯ」「ＰＯ」「ＰＥ」と印字されているもの

その他　　

●ハウスバンド類　●灌水チューブ類　●ビニールホース類
（上記の物は必ず分けて、紐で縛り束にして、フレコン又は肥料袋に入れて下さい）
●ポリポット（フレコン又は肥料袋に入れてください）
●パッカー（金具は必ず外し、フレコン又は肥料袋に入れて下さい）
●塩ビ管（１ｍ以内に必ず切って紐で縛ってください）
●暗渠管（１ｍ以内に必ず切ってフレコンに入れてください）
●ミニコンテナ（それ以外のかご・ザル類は不可）
●タイヤ（スパイクタイヤは不可）※ホイール無し
●Ｖベルト　●タイヤチューブ
●育苗箱（２０枚一束にして、紐で縛って下さい）
※枚数が多い場合はパレットに積んでラップを巻いて来てください

受入れ出来ないもの

●プラスチックパレット　●塩ビ系トタン（波トタン・アクリル板）
●ゴム製品　●タイヤホイル　●バッテリー　●プランター・鉢類
●家庭から出る廃プラ
●ＦＲＰ系容器類（丸型・角型・ローリータンク類・ダンポール）

※ラップフィルムは資材課で購入できます

ポリ
ポット

分別に

ルールを守りましょう！
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無料回収します
＊豆つぶ剤空き袋も回収します。
＊農薬の容器は水で３回以上【振り洗い】をして下さい。

ＡＭ９:00 ～ＰＭ５:00
■場　　所　東神楽地区　ＪＡ東神楽本所構内
　　　　　　西神楽地区　西神楽共撰場
　　　　　　　※西神楽資材にお立寄り下さい

■受入日時　令和8年6月29日（月）～7月1日（水）

肥料袋
農薬空き容器

豆つぶ剤袋

 

 

ＪＪＡＡへへのの就就職職希希望望者者１１００００%%就就職職（（令令和和７７年年度度実実績績）） 
令令和和９９年年度度入入学学生生第第１１回回募募集集 

●●定定員員４４００名名  ●●男男女女共共学学  ●●１１カカ年年●●寮寮完完備備（（個個室室））●●通通学学制制  

●●受受験験資資格格：：概概ねね満満２２７７歳歳未未満満（（令令和和８８年年４４月月１１日日現現在在））/大大学学卒卒及及びび見見込込、、短短大大・・専専門門学学校校卒卒及及びび見見

込込、、高高校校卒卒及及びび見見込込 

●●試試験験日日：：９９月月１１９９日日（（土土））●●願願書書受受付付：：７７月月１１３３日日（（月月））～～８８月月３３１１日日（（月月））消消印印有有効効  

●●オオーーププンンキキャャンンパパスス随随時時開開催催中中求                       
ＪＪＡＡググルルーーププ職職員員養養成成校校  

  
一一般般財財団団法法人人  

北北海海道道農農業業協協同同組組合合学学校校  

〒069‐0834 江別市文京台東町 43－1                        

☎0120－918－417  【ＪＡカレッジ】で検索                                              
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ポポリリ
ポポッッ トト

令和７年度農農業業用用廃廃ププララススチチッッククのの受受入入ににつついいてて  
～～農農業業用用廃廃ププララススチチッックク適適正正処処理理対対策策協協議議会会～～  

◇◇廃廃ププララススチチッックク適適正正処処理理ののごご案案内内◇◇  
ＪＡ東神楽では年２回の廃プラスチックの受入を行っております。 

第２回目の受け入れを下記の日程で行いますので、農ビと農ポリに分別し処理をしやすいよう 

同じ素材で結束して搬入をして下さい。 

今年度より、注意事項が一部変更になっておりますので、必ず確認をお願い致します。 

■受入日時             ■場 所 

令和７年１１１１月月１１１１日日（（火火））      東神楽地区 ＪＡ東神楽本所構内 

ＡＡＭＭ９９：：００００～～１１２２：：００００ままでで    西神楽地区 西神楽共撰場 
 
 

 
～ 注意事項 ～ 
●農ビ類、農ポリ類の適正な分別に努めましょう 

●付着土砂、混合異物等を除去することが、回収コスト低減につながります 

●タイヤ受け入れ可能です（トラクターのタイヤ等については別途相談） 

●スパイクタイヤは受け入れ不可です 

●フレコンバックには、一種類のみで、色々混ぜないで下さい 

●フレコンバックに入れた物は、中身がわかるように表にマジックで必ず書いて下さい 

●一空フレコンバックが必要な方は、資材課（本店・西神楽）に事前に取りに来て下さい 

●育苗箱は、２０枚一束にして、枚数が多い場合はパレットに積んでラップを巻いて下さい 

●チューブ・ホース類は、小さくまとめて紐で縛って下さい 

●遮光ネット・ビニールシートに付いているハトメは必ず外して紐で縛って下さい 

●ミニコンテナ以外のＰＯ系のかご・ザル類は不可です（プランター・鉢類も不可です） 

●パッカーに付いている金具は必ず外して下さい 

●塩ビ管・暗渠等の長い物は必ず１ｍ以内に切って紐で縛って下さい 

  ※ 長いままで持ってきた場合はお持ち帰り頂きますのでご了承下さい 

 
農ビ類【塩化ビニール】         ●ハウスビニール ※農ビと印字されているもの 

                               ●フレコンバック ●肥料用ポリ袋 ●農ポリ・マルチフィルム 

農ポリ類【ＰＯ系フィルム】     ●不織布 ●種籾ネット ●根切りネット 

●遮光ネット・ビニールシート（ハトメは必ず外し紐で縛って下さい） 

※ノーポリまたは「農ＰＯ」「ＰＯ」「ＰＥ」と印字されているもの 

●ハウスバンド類 ●灌水チューブ類 ●ビニールホース類 

（上記の物は必ず分けて、紐で縛り束にして、フレコン又は肥料袋に入れて下さい） 

●ポリポット（フレコン又は肥料袋に入れてください） 

●パッカー（金具は必ず外し、フレコン又は肥料袋に入れて下さい） 

その他               ●塩ビ管（１ｍ以内に必ず切って紐で縛ってください） 

●暗渠管（１ｍ以内に必ず切ってフレコンに入れてください） 

●ミニコンテナ（それ以外のかご・ザル類は不可） 

●タイヤ（スパイクタイヤは不可）※ホイール無し 

●Ｖベルト ●タイヤチューブ 

●育苗箱（２０枚一束にして、紐で縛って下さい） 

※枚数が多い場合はパレットに積んでラップを巻いて来てください 

 
●プラスチックパレット ●塩ビ系トタン（波トタン・アクリル板） 

受入れ出来ないもの       ●ゴム製品 ●タイヤホイル ●バッテリー ●プランター・鉢類 

          ●家庭から出る廃プラ 

●ＦＲＰ系容器類（丸型・角型・ローリータンク類・ダンポール） 

※ラップフィルムは資材課で購入できます 

自自宅宅かかららののデデジジタタルル手手続続ききツツーールルののごご紹紹介介

令和５年６月に公表した「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション －税務行政の将来像
－」では、「納税者の利便性の向上」や、「課税・徴収事務の効率化・高度化」、「事業者の

デジタル化促進」を取組の柱として、税務行政のＤＸを推進していくこととしています。
その取組の一つとして、普段は税になじみのない方でも、日常使い慣れたスマホやパソコンから簡

単・便利に手続を行うことができる、デジタル手続ツールをご用意しています。

〇 マイナポータル連携 ⇒ マイナンバーカードの活用で、データ取得と自動入力！
〇 税の相談（税務相談チャットボット） ⇒ 税務職員ふたばが対応！
〇 スマホでラクラク確定申告 ⇒ 確定申告等作成コーナーで申告書を作成、 で
送信できます。

〇 選べるキャッシュレス納付！ ⇒ 国税の納付はキャッシュレス納付が大変便利です。
〇 スマホで電子納税証明書を請求・受取 ⇒ 税務署の窓口へ行かずに請求・データで
の受取ができます。

◆税税にに関関すするる情情報報は、国税庁ホームページヘ（（https://www.nta.go.jp））
◆ にに関関すするる情情報報は、e-Taxホームページへ（（https://www.e-tax.nta.go.jp））

◆国国税税にに関関すするる電電話話相相談談はは、、国国税税相相談談専専用用ダダイイヤヤルルへへ（（００５５７７００－－００００－－５５９９００１１））

■■旭旭川川中中税税務務署署 ℡００１１６６６６-９９００-１１４４５５１１ ■■旭旭川川東東税税務務署署 ℡００１１６６６６-２２３３-６６２２９９１１

社社会会保保障障・・税税番番号号制制度度 ≪≪ママイイナナンンババーー≫≫ ににつついいてて

平成 年 月からマイナンバーの通知、平成 年 月からマイナンバーの利用が開始されていま
す。国税庁ホームページでは、国税における番号制度に関する情報などを次のとおり案内しています。

〇 マイナポータル連携による給与情報の自動入力について
〇 国税のマイナンバーに関する情報
〇 法人番号に関する最新情報
〇 デジタル庁ホームページ「マイナンバー（個人番号）制度」

国税庁ホーム
ページ

国税庁では、税務行政の を進めることで、納税者の皆様の利便性の向上を目指しています。国税庁ホー
ムページでは、納税者の皆様にぜひご利用いただきたい主なデジタル関係施策をご紹介しています。

自自宅宅かかららののデデジジタタルル手手続続ききツツーールルののごご紹紹介介

税税務務行行政政ののデデジジタタルル・・トトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン

国国税税庁庁のの使使命命とと業業務務 ～～申申告告納納税税制制度度をを支支ええるる３３つつのの業業務務～～

国国民民のの安安心心とと信信頼頼ににつつななががるる３３つつのの業業務務

納納税税者者ササーービビスス 税税務務相相談談・・指指導導（（確確定定申申告告））、、情情報報提提供供、、ＩＩＣＣＴＴ申申告告のの推推進進

内内部部事事務務・・徴徴収収 申申告告書書等等のの入入力力、、国国税税債債権権のの管管理理、、還還付付手手続続・・滞滞納納処処分分、、徴徴収収（（納納付付指指導導））

税税務務調調査査 情情報報収収集集、、申申告告書書審審理理、、実実地地調調査査、、査査察察調調査査

国の税金は、納税者自ら税務署へ所得等の申告を行うことにより、税額が確定し、この確定した税額を
自ら納付することになっています。これを「申告納税制度」と言います。国税庁はこの「申告納税制」を
支える業務を行っています。
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今月の配本図書今月の配本図書
はじめての熱帯果樹（実つきがよくなる）
三輪 正幸 (著 )

マンゴー、パパイヤ、バナナ…“南国フルーツ”は家で育てられる！
温暖化や品種改良の進展により、
熱帯果樹はもはや「遠い南国の植物」ではありません。
鉢植えや庭先で、思った以上に身近に楽しめます。
本書は、人気の熱帯果樹を中心に、育て方の基本から結実のコツまでを、
写真と図解でわかりやすく解説。初心者でもチャレンジできる一冊です。

季節を味わう わたしの保存食 ( 少量、簡単、お店で買えない ) 
若山 曜子 ( 著 )

お店で売っていない味だから、作りたい。
甘いものからおかず系まで、若山さんの定番保存食。
若山曜子さんが毎年作っている季節の保存食を春夏・秋冬に分けてご紹介します。
梅干し作りは保存袋で、いちごジャムは１パックから、
食べきりやすい量を手軽に仕込めるレシピばかり。
プロセス写真を多用し、初心者にも作りやすい構成になっています。
作った保存食をお菓子やおかずにアレンジするアイディアもたっぷり。

JA東神楽農業文庫
※東神楽町図書館でご利用いただけます

図書に関するお問い合わせは
農業振興課℡ 83-2243

お申し込みは
お近くのJAへ

ＪAグループ  家の光協会
〒162-8448 東京都新宿区市谷船河原町11 TEL.03-3266-9039　https://www.ienohikari.net/

暮ら
しに役立つ

ファ
ミリー誌

定価（税込）900円
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